
+ 
 
 
 
 
 

   平成 26年 8月 発行        

公益社団法人 大分県精神保健福祉会 

               〒870-0938 大分市今津留 1-18-28   

（TEL）097-551-2080 （FAX）097-551-2091 

残暑お見舞い申し上げます 
今年の夏は台風や天候不順により、広島市をはじめ全国的

に集中豪雨や土砂災害が発生し、多くの死者や行方不明者が

出ております。亡くなられた方のご冥福をお祈り申し上げます

とともに、被災された方々には心からお見舞い申し上げます。 

 さて、いよいよ今年度の事業が本格的に始まります。公益法

人として、定款に定められた当会の『目的』に沿って、地域や

社会に貢献できる活動をしていきたいと考えます。 

皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

◆ 基本方針 （定款第 3 条 目的） 

  「この法人は、精神保健福祉の普及啓発を行うとともに、

精神障害者の社会復帰の促進を図り、もって精神障害者の

福祉の増進と県民の精神保健福祉の向上に寄与すること

を目的とする」 

 

◆ 主要行事予定 

〔研修会・大会〕 

・心の病を考える地域学習会 （県内 6ブロックにて開催） 

・第7回みんなねっと石川大会 （10/16～17 金沢歌劇座） 

・第 8回家族ピアサポート相談研修会（10/25 福祉会館） 

・九州ブロック鹿児島大会 （2/12～13 鹿児島市） 

・福祉サービス指導員研修会 （3/6～7 別府 豊泉荘） 

〔どげえ会・スポーツ大会〕 

・九州地区バレーボール大会 （5/25 長崎県佐世保市） 

   前年度県内大会優勝の「豊肥カブス」出場 

・どげえ会親善バレーボール大会 （5/31総合福祉会館） 

・どげえ会親善ソフトボール大会 （10/11大洲運動公園） 

〔社会参加推進協議会行事〕 

・秋の交歓会・ふれあい広場 （10/4～5 平和市民公園） 

・ときめき作品展  （11/13～17 大分市アートプラザ） 

・障害者週間・福祉大会、ときめき音楽祭（12/7 佐伯市）  

心に障害のある人が増えています。県内でも 3万人を超える

人たちが通院や入退院を繰り返しています。この苦境から抜け

出すためには「病気に対する正しい知識と理解」が必要です。

当事者を支える家族の方や地域の皆さんと「病気の回復と社会

復帰の道」を探していきたいと思います。多くの皆様の参加を

お待ちしています。一緒に考えていきましょう。 

◎日 時： 平成 26年 9月 6日（土） 9：30～16：15 

◎会 場： 別府市中央公民館 （大ホール） 

〔研修プログラム〕  
〈1〉9：30～9：50 開会式 （主催者挨拶 ・ 来賓挨拶 ）     
〈2〉10：00～12：00   

〔講演〕 「共に元気になるために 
～親ばなれより子ばなれが先～」 

（講師）ＳＳＴ（生活技能訓練）リーダー 高森信子 先生             
〈3〉13：00～16：00  

〔演習〕 ＳＳＴを学ぼう ～ 事例相談をもとに 
（講師）       同  上  

当会のホームページでは、各研修会の日程や内容、活動内

容、家族会・施設・グループホーム等の一覧等が見られます。 

平成 26年度の「心の病を考える地域学習会」の実施概要

が次のように決まりました。各ブロックの家族会を中心に内容を

充実させ、福祉サービス施設関係の皆様の協力のもと、地域の

多くの皆さんにも参加して 

いただき、一緒になって 

「精神保健福祉の普及 

啓発と向上」に取り組んで 

いきましょう。内容が決まり 

ましたら順次HPでもお知 

らせしていきます。 

 

◎中央ブロック （ 9/6   別 府） 

◎久大ブロック （10/21  日 田） 

◎県北ブロック （11月  豊後高田） 

◎大分ブロック （11/28  大 分） 

◎豊肥ブロック （1/22   竹 田） 

◎県南ブロック （1/24   津久見） 

 

 

◎県の「障がい者差別禁止に係る県条例の制定

に関するアンケート調査」に対し、7/31 県障害

福祉課へ回答しました。 

◎県議会への要望の一環として、 

8/25（月）15 時より自民党大分県議団へ下記 3 項目の要望

内容の説明を行いました。  

①バス、タクシー等の公共交通運賃の割引適用について 

 ②県立精神科病院の設置と精神科救急医療体制の整備 

 ③医療費負担の軽減措置  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２１回）福祉サービス指導員研修会は 3月14日（金）～15日

（土）、別府市豊泉荘で 84名が参加して開催されました。 

〔1日目〕・午前  ｢視点を変えれば見えてくる 

              ～接し方の基本から就労支援まで｣ 

（講師） ソーシャルコミュニケーションセラピスト 

             精神科作業療法士  関  邦 枝  先生  

・午後  ６部会による部会別研修  （交流懇親会） 

 

〔2日目〕  ｢イタリアにおける地域で生活支援する精神医療｣     

       －県議会議員団による現地調査報告 

（講師）  大分県議会議員  土 居 昌 弘 先生 

 

 

                    

 

 

 

 

      関 講師              土居 講師 

                 

                 
                    

今年の 2/6（木）～7（金）の両日、「九州ブロック・大分大会」は

当会の担当で別府市の杉乃井ホテルにおいて開催されました。 

当日は雪で交通事情が厳しい中、九州各県、県内各地から 500

名を超える多くの皆さんの参加を得て有意義かつ盛大に開催で

きたことは関係者、特に準備段階からご苦労いただいた皆様のご

協力の賜で、改めて深く感謝申し上げます。（以下、当日の写真） 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

      

 

 

 

 

  

 

 

みんなねっと定期総会は 6 月 5 日（木）東京で開催され、

「25年度活動報告・決算」、「26年度活動方針・予算」、役員改

選が承認され、翌日は全国会長会議が開かれました。 

【平成 26 年度 事業・活動方針】 

◎ 組織強化・拡大に向けた取り組み 

「月刊みんなねっと」は、全国の家族をつなぐ機関誌とし

て、啓発・広報の促進と組織強化・拡大のための賛助会員

募集の意義を持っている。「月刊みんなねっと」の普及（賛

助会員募集）に各県連は積極的に取り組んでいく。 

◎ 精神保健福祉法が改正され、家族会の永年の懸案であ

った「保護者制度」が廃止されたが、「医療保護入院」にお

ける「家族等の同意」の文言が残った。今後は、この文言

をなくすこと、本人の権利擁護のための活動を行っていく。 

◎ 障害者間のサービス格差、自治体間の格差是正の要望 

活動を進める。特にＪＲ、バス等の公共交通機関の運賃割 

引についてはプロジェクトを設置して運動を進める。 

賛助会員加入(月刊みんなねっと購読)のお願い 

・個人 3,500円  ・団体 3,000円×人数（2名以上） 

   〈郵便局振込先〉 （振込用紙は事務局にあります） 

〔みんなねっと〕 〔口座番号〕 00130－0－338317 

  *振込みされますと 「月刊みんなねっと」が送られてきます 

 

 

  （会 期） 平成 26 年 10 月 16 日(木)～17 日（金）        

（主会場） 金沢歌劇座 （石川県金沢市）    

基調講演 「私も家族の一人です」夏苅郁子（児童精神科医）   

記念講演 「叩けよ、さらば開かれん」川﨑康弘（金沢医科大教授）  

  

  

今年度の大分どげえ会バレーボール大会は 5/31(土)開催

され、決勝戦では佐伯マンボーズとの息詰まる熱戦の結果、

臼津オレンジデイズが見事優勝、来年の九州地区・佐賀大会

への出場権を獲得しました。 

  （優勝）臼津オレンジデイズ  （準優勝）佐伯マンボーズ 

 (３位) 大分ファイターズ、豊肥カブス、府内ストーンズ 

 

*なお昨年度優勝した「豊肥カブス」は 5/25（日）佐世保市で

行われた「長崎がんばらんば大会」に出場しました。 

   

 

 

     写真          写真 
 

オープニング（オカリナの調べ）          開会式 

シンポジウム（2日目）         当事者の元気（2日目） 

   懇親会（佐賀県連）           懇親会（鹿児島県連） 

 〈臼津オレンジデイズ〉 


